






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（2）　梅棹の主要著作は、『梅棹忠夫著作集』（989 ～ 9 年、
中央公論社）に収録されている。私が、大変に影響を受け
たのは特に、以下の二冊と「妻無用論」である。
　　梅棹『モゴール族探検記』（956 年、岩波書店）。
　　同『文明の生態史観』（967 年、中央公論社）。
　　ちなみに、梅棹の「妻無用論」に関しては、私は拙著『日
本史小百科〈近代〉家族』（99 年、東京堂出版）で詳し
く論じている。
『文明の生態史観』に関しては、他の拙稿で詳述するので、
ここでは触れないこととする。
